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研究成果の概要（和文）： 本研究は、在日1世コリアン高齢者の抑うつとソーシャルネットワー

クとの関係を調査し、日本人高齢者との比較検討から在日1世コリアン高齢者に対する地域ケア

・地域看護モデルを構築することを目的としている。第一段階としては過去の調査の再分析を行

った。それらの結果を踏まえ、インタビューガイドの作成を行ない面接調査を計画した。面接調

査対象者の選定を行なうため、質的研究の理論的サンプリングの考え方にのっとって有意標本の

抽出を実施した。しかしながら、面接調査を行うタイミングで、調査補助の依頼を予定していた

エスニックグループの協力が朝鮮半島情勢の影響によって、円滑に得られなくなるという不測の

事態が生じたため、調査方法の再検討・変更を行うこととなった。在日1世コリアン高齢者は対

象者の年齢、言語の制限などがあり、単独での調査研究の継続が困難であった。そのため機縁法

を用いて調査協力者の選定を行なった。また、併行して介護施設での参与観察も行った。現在、

その結果をまとめ、分析を行っている。今後、結果がまとまり次第順次報告をしていく予定であ

る。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The data of the survey conducted last year were reanalyzed. The result was reported in 

an academic conference. Based on the result of the reanalysis, interview guidelines 

were created and forthcoming interview survey was scheduled. Nevertheless, as a 

result of the recent stringing conditions in the Korean Peninsula, the originally 

scheduled survey method was amended. Snowball sampling was used in the selection 

of participants and participant observation was conducted. The results were being 

summarized and will be reported presently.   
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研究分野：看護学 

科研費の分科・細目：地域看護学・老年看護学 
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１．研究開始当初の背景 

(１)在日コリアン高齢者は、朝鮮半島から

渡ってきた 1 世と日本で生まれた 2 世で構成

されている。先行研究より、在日コリアン高

齢者は、識字率が低いこと、過去の労働環境

が劣悪であったことや、制度上の無年金によ

り公的年金に未加入であった高齢者の割合

が高いことが知られている。そのため現在も

無年金の高齢者が多い。また、文化背景の違

いから地域社会の中で孤立している高齢者

も多く、日本人高齢者と比べうつ傾向が高い

ことも報告されている。合わせて生活習慣病

の罹患が高いなど、日本人高齢者と比べハイ

リスク高齢者であることなどが指摘されて

いる。 

 

(2)また家族に目を向ければ、在日コリアン社

会のなかでは、15 歳未満の子供の割合が日本

人に比べ低く急速な少子化が進んでいる。日

本は急激な高齢化のなかで保健医療分野や

福祉分野において、高齢者の要介護を予防す

る目的で、高齢者介護サービスの質の向上に

向けたサービスの充実が課題となっている

が、在日コリアンの社会でも、マジョリティ

側である日本と同様、またそれ以上に高齢化

か進行しつつある。在日コリアン高齢者の高

齢化によって、介護を行う家族には大きな負

担が生じている。しかしながら、一般的な高

齢者を対象とした介護施設や支援制度にな

じまない在日コリアン高齢者も多くいるた

め、自宅で孤立した生活を送るなど、ここで

も日本人高齢者と比べハイリスク高齢者と

なる傾向があることが明らかとなっている。 

 

（３）そのような中、在日コリアン 2 世 3 世

が、自ら施設や在日コリアン高齢者の集まり

の場所を作るなど、在日コリアン高齢者を支

える活動が大都市を中心に始まってきてい

る。そうした活動は、在日コリアン高齢者の

文化的特徴を考慮した介護サービスの提供

も行っておりその活動報告もなされ始めて

はいる。しかしながらいずれも小規模なエス

ニックグループ側の自助努力であり、地域も

限定されている。このように日本の保健、福

祉分野において在日コリアン高齢者は、具体

的な福祉、保健サービスの対応が立ち遅れて

いる。一般に移民は移民受入国での生活が長

くなれば、社会問題も移住先の現状に近くな

ることが明らかとなっているが、在日コリア

ン高齢者については、問題はさらに深刻であ

ると同時に、まだまだ日本人高齢者と同様な

支援を受けられていない現状があると言え

る。しかもこうした現状に関する学術研究と

しては、集住地区である大阪以外ではまだ未

発展で、在日コリアン高齢者の健康問題につ

いて不明な点が多く残されている。今回、集

住地区以外で在日コリアン高齢者と日本人

高齢者とを比較検討することで、まだデータ

の蓄積が少ない在日コリアン高齢者の身体

面や精神面を包括した健康を明らかにする

ことができる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、地域在住の在日 1 世コリ

アン高齢者に焦点を当て、在日 1 世コリアン

高齢者の抑うつとソーシャルネットワーク

との関係を調査し、日本人高齢者との比較検

討から在日 1 世コリアン高齢者に対する地域

ケア・地域看護モデルを構築することを目的

とした。 



３．研究の方法 

（１）研究の第一段階としては、先行して行

われた研究結果を再分析した。また文献調査

については調査開始時から行い、先行研究よ

り新たな知見を確認した。先行研究によって

得られた知見と再分析した結果を考慮して

インタビューガイドの作成を行った。また次

に、在日コリアン高齢者を対象とした施設で

のフィールドワークを行った。フィールドワ

ークは 2011 年と 2012 年で定期的に行ってい

る。調査実施については、個人的なネットワ

ークを利用し、調査対象である在日コリアン

高齢者施設に協力を頂き実施させていただ

いた。 

 

（２）調査の第二段階としては、面接調査を

計画した。面接調査対象者の選定を行なうた

め、質的研究の理論的サンプリングの考え方

にのっとって有意標本の抽出を実施した。し

かしながら、面接調査を行うタイミングで、

調査補助の依頼を予定していたエスニック

グループの協力が朝鮮半島情勢の影響によ

って円滑に得られなくなるという不測の事

態が生じたため、調査方法の再検討・変更を

行うこととなった。在日 1 世コリアン高齢者

は対象者の年齢、言語の制限などがあり、単

独での調査研究の継続が困難であった。その

ため機縁法を用いて調査協力者の選定を行

なった。また、併行して介護施設での参与観

察も行った。 

 

４．研究成果 

（１）フィールドワークより以下の点が明ら

かとなった。１）在日コリアン高齢者は、日

本語、ハングルともに会話は問題がないケー

スが多くみられたが、識字に問題のある割合

が高かった。 特に1世高齢者に問題が集中し

ていた。２）レクリエーション支援は、識字

に関わらず在日コリアン高齢者が参加できる

レクリエーションを工夫する必要がある３）

在日コリアン高齢者が慣れ親しんでいる韓国

朝鮮文化を取り入れた音楽や楽器を使用した

レクリエーションは有効だが、日本文化であ

っても在日コリアン高齢者が幼少期に聞いた

音楽や遊びなどを体験していれば、内容が日

本文化に由来する内容であっても、認知症や

機能障害がある在日コリアン高齢者も積極的

にレクリエーションに参加する様子がみられ

た。  

 

（２）先行して行われた研究の再分析より、

以下の事が明らかとなった。１）前期高齢者

では日本人高齢者と在日コリアン高齢者のＱ

ＯＬには大きな違いは認められなかった。 

２）後期高齢者で女性の日本人高齢者と在日

コリアン高齢者では、活力(過去1ヶ月間でい

つも疲れを感じ、疲れはてていた)に有意な差

か認められた。しかしながら男性の日本人高

齢者と在日コリアン高齢者に有意な違いは認

められなかった。３）転倒経験があり、生活

習慣病などの疾病を持つ後期高齢期の在日コ

リアン高齢者に、精神的健康度、身体的健康

度が低い者が多かった。以上が今回の研究で

得られた結果である。しかしながら、ソーシ

ャルネットワークについては調査の都合で検

討を行うことが出来なかった。今後の課題と

して次回追加調査を行う予定である。 
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